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第十六

#

(

一
一
 

茧四

)

_

錄
勞
働
皆
理
.
問題ー细

第
八
魷

1

Q
六

:

科
學
的
知
識
の
進
步
ビ
1

般
に
相
瓦
0

理
解
が
深
く 

な
る
に
つ
れ
て
、
交
配
は
®

要
で
ぐ
な
つ
て
來
る
b

安 

全
製
置
の
'

問
題
の
^

せ
.&:
.

れ
6'
'

.

こ
ど
あ
’

.
^
.す
る
'

も
* 

頗
る
ま
れ
で
あ
る
。「
安
全」

は
旣
に
生
產
問
題
ビ
し
て 

傭
主
、
使
傭
人
^

^

承
認
せ
ら
れ
た
科
學
で
ぁ
る
。

»
 

早
、
論
©

せ
ら
.

る
、
事
項
で
は
な
.

い
。
I

勞
働
時
間
も
遠
.
 

か
ら
中
こ
れ
ど
同
じ
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
例
べ
ば
一
定 

の
或
る
職
業
で
八
時
間
又
は
六
時
間
が
最〜
勞
働
す
る 

に
適
當
な
時
間
で
あ
る
,:
-

と
を
、
科
學
的
實
驗
が
證
■明 

す
れ
ば
、
勞
働
時
間
が
變
史
せ
ら
れ
る
で
*

'

ら
ぅ
0 

次
の
物
語
に
見
る
協
働
の
價
値
を
實
現
.

十

る
乙
ビ 

は
、
裳
に
望
ま
し
い
乙
ビ
で
あ
る
。
這
般
の
大
戰
の
勃 

發
當
時
、
英
_
に
於
け
る
或
る
騰
立
の
舊
い
軍
書
品
^
 

業
が
、
設
備
構
造
共
'
 

舊
來
の
も
の
ご
同
じ
ち
フ
な
新

H

場
を
別
に
設
立
し
、
72

へ
六
ヶ
パ
以
內
に
，新
し
い
、
經 

驗

の

淺

い

こ

のH

場

の

膨

ェ

は

、

そ

の

能

率

に

於

い

て

舊

H

場
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
、

ー
'1

!
萬
五
千
例
の
製 

品
を
得
た
;0
しj

，の
新
X

場
に
於
い
て
は
舊
エ
凝
の
生

產
 

よ
り
推
算
し
て
へ
僅
々
五
千
個
の
生
產
を
得
べ
し
^

徽 

期
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
か
く
の
如
&

洁
來 

を
得
た
る
唯一

の
解
释
に
よ
れ
ば
、
新
工
場
の
職
X

の 

愛

g

的
精
刺
は
、
舊
エ
場
の
職
工
が
そ
の
作
業
速
度
を
： 

鈍
ら
さ
れ
た
::
-
7

永
い
智
慣
的
作
業
ッ
ズ
ム
の
抑
止」

に 

よ
つ
て
、
阻
害
せ
ら
れ
な
か
づ
た
た
め
で
あ
つ
た
。
游 

し
、か
く
の
如
く
喜
ん
で
す
る
作
業
^
；「

刚
體
の
た
め
に 

す
る
精
神

J
V

ぐ」

が
能
.

く
，生
産
を
三
倍
に
な
し
得
る
も
の 

.

で
あ
り
)£

す
れ
ば
、
作
業
及
び
生
產
物
に
對
す
る
勞
働 

者
の
利
益
の
增
進
は
、
傭
主
^

非
常
な
結
*
を
馓
す
も 

の
で
あ
る
。
さ
ぅ
し
て
勞
働
管
理
は
、
か 
>

るH
I
!

的
の
，
 

援
け
e

な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
こ
^

に
犮
功
は
如
可
な 

.

る
淹
業
R

於
S

て
毛
ク
福
祉
施
設
を
搬
張
す
る
^
の
に 

來
る
の
で
あ
る
。(

終

)

—
M
•-4

七
方V

露

西

盌

(:
;

於

け

:6

勞

働

組

合

m

f(

ニ)

町

田

義

A

郧

拾
月
革
命
の
勃
發
前
，K

に
科
產
階
級
の
武
斷
的
倒
壤

\

 

の
必
要
を
認
め
た
努
働
組
合
ビ
そ
の
機
1

た

る
エ
場
委
パ 

員
會
ば
滞
命 
<

共
に
假
政
府
ビ
其
掇
携
：者
に
.

對

抗

し

，

一
：
 

コ
サ
ッ
ク
t

族
黨
有
產
階
級
.を
敵

V
?

す
る
の
み
で
.な
く

 

I, 

商
業
使
用
人
銀
行
員
の
組
合
運
輸
紀
信
機
關
の
高
級
員\

 

等
を
相
手
に
戰
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
づ
れ
。
併

し

金

I 

S

エ
；紡

織

工

皮

革

エ

そ

，
の

他

大

多

數

の

勞

_

者

は
十
月
ン 

:

革
命
を
是
認
し
純
無
產
隶
組
合
中
で
は
只
だ
印
®)
]

エ
の
：
：
 

み
が
假
政
府
ど
出
版
の
自
由(

資
本
家
ミ
政
府
の
御
顶 

新
聞
の

S

由

)

を
擁
讓
の
爲
め
之
に
反
對
し
れ
。
 

r

階
級
間
の
闘
®
は
官
货
が
全
政
府
機
關
の
活
動
を
停

止
し
國
家
及
び
行
政
施
設
を
巧
み
に
崩
®

せ
し
め
ん

£ 

有
名
な
サ
ボ
タ
ー
デ
を
始
め
れ
際
に
そ
の
極
に
達
し 

た
。
そ

し

て
政
府
及
び
商
業
上
の
被
傭
者
の
組
合
內
に 

.

ぁ
：，つ

て

も

下

級

被

傭

者

等

は

却

つ

て

各

方

面

に

砠

#

を 

W

び
黻
續
せ
ん
ミ
極
カ
谦
し
た
0

斯

く

て

グ

ボ

タ

ー

デ 

S

い
ふ
語
は
露
西
蓝
無
避
階
級
間
に
於
け
る
概
も
恥
中
:̂ 

べ
き
言
葉
ミ
な
つ
た
。
如
何
と
な
れ
ば
宫
爽
報
の
此
哗
：
 

エ
は
實
際
上
勞
働
者

V」

そ
れ
の
政
治
上
經
濟
上
の
窮

狀
を
脫
せ
ん

V

す
る
熱
狂
的
势
力
に
反
抗
し
て
：行
は
れ

2
 

0 

, 

:

:; 

.
::
:
'
:
. 

:
 
.
:

;:

:,一
九
二
七
I

取
十
一
月
初
句
モ
ス
コ
ォ
勞
働
組
合
評
議 

會

は

『

組
合
は
無
產
階
級
政
1«

が
權
ヵ
を
掌
握
し
つ
、 

ぁ
る
間
は
政
治
的
擺
エ
は
サ
、ボ
タ
I

デ
ビ
看
做
さ
れ
之 

に
對
し
て
最
も
斷
乎
た
る
丰
段
が
採
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ 

も
0

ど
M

it
t

す
。
勞
働
を
拒
否
す
る
勞
働
者
に
代
つ
て 

働
く
事
は
滿
エ
破
り
で
は
な
く
闘
報
的
^
ボ
タ
ー
デ
と 

反
革
命
に
對
す
る
對
抗
手
段
で
あ
る』

S

決
議
し
た
。

第

十

六

卷

(
j

一
 

五
玉
}

’錄
露
西
瓯
^
於
け
る
勞
働
紕
合
運
動

第
八
號

1

〇
七



第

十

六

卷

(
I

 

1

K

六)
今

や

彼

等

：は

泥

H
#

の
問
題
を
}
$
考
す
る
必
要
が
生
じ 

た
0

そ
：し
て
露
西
-1
H

!

の
勞
働
組
合
は
.
.『

有
產
隙
級
に
對 

す
る
能
エ
は
搾
収
漭
に
對
す
る
闘
爭
に
於
げ
る
無
產
階 

雜
の
：神
^

な

權

利

で

ぁ

る

'。
：：：勞

働

者

の

本

命

に

反

對

す
 

る
龈
エ
は
弊
働
階
敍
に
對
す
る
敵
對
行
爲
で
ぁ
る
。
そ 

れ
故
m

西
®

並
k

國
K

js
l

#

主
義
に
對
す
る
犯
罪
で
ぁ 

る
o

:

無
康
階
級
並
^

:そ
0

:

政
府
に
.

す
る
有
產
階
'級
躯： 

に

退

步

的

蹲

働

卷

の

猫

エ

は

決

し

.て

勞

働

紕

合

に

ょ

つ 

て

許

容

せ

ら

れ

ぬ

』

^j

い
ふ

：結

論

に

達

し

た
V

ハ

第
八

#

I 
o

八

そ
れ
を
完
全
な

*

序
の
下
に
繼
紹
せ
ん
事』

を
提
議
し 

た
。

モ
ス
コ
ォ
勞
働
組
合
®

!*
#

、
及
び
そ
の
他
の
都 

市

に

於

て

も

之

に

：倣

つ

た

。
、

『

平

和』
『

土
.
地』

及
び『

勞
働
管
理』

の
«

聲
の
下
に
十 

月
革
命
は
勝
利
を
勞
働
者
麻
に
潇
し
た
。『

勞
働
犄
理』 

或
は
：『

勞
働
者
；の
管
理

』

：

(
>

 

ス
コ
ォ
版
で
は
M

&

g;
” 

n
o
n
t
r
o
v

 

L

 

L
.

 

p

.
ir

の
英
國
版
下
は
 

W
o
r
k
e
r

c; 

c
o
n
t
r
o
l
^

あ
る

)

に
は
そ
も
何
を
意
味
し
た
か『

勞 

働
管
理
の
®

念
は
胱
に
；

I

瓦

®
命
の
當
初
起
つ
た
も
の

;

乙

ノ

八

I
 

{
:

こ
*-'

v
f
^
T
/
A

ク

^
:
!氣

泊

ニ

六

もK)

I
.

プ

勞

馨

似

の
1

职
丁
：は
革
命
の
勝
利
盖
ハ
に
|

で
ぁ
つ
て
冇
ゅ
る
私
人
の
壞
，上
、H

§

、
げ
攻
L

p

、
 

^
M
t
L 

V
I 

VI#, 

r
-
r 

*
K
7
S 
1
1
1,
 

•
 
'
 

k 

»
,
* 

.
 

(
f
. 

'
 

.

:

一
：

.
- 

—

■

鎭
靜
丨
、
紐
合
の
指
■

測
關
は
勞
■
者
に
向
つ
て
7:
®
 

に
復
歸
丨
與
ひ
仕
事
^

從
褂
せ
ん
琪
を
耍
求
し
た
。

ぺ 

1

7 

ロ
グ
ラ
ー
ド
勞
働
紺 

評

議

#

は
十
月
一
一
十
八

m

の 

宣

言

中

に

於

て

『

ベ
一
'フ

ロ

グ

ラ

ー

ド

に

於

け

る

间

观

擺 

H

ビ
一
不r4
運

：動

と

は

灌

に

勞

働

階

級

に

^

^
つ

て

あ

る 

の
み』

ビ

宣
言
し
、
.

更
(:
4

凡

て

，の

經

濟

上

政

治

上

の

罷

H

は
即
刻
停

.

し
て

fl
仕
事
を
開:
始

機
關
を
勞
働
飢
織
の

潜
理
ビ
勢
力
' 

の
下
に
®

ぐ
®

を

ロ 

的
，

W

し
た
r

x

場
委
員
#
ビ
貴
任
ぁ
る
組
合
が
J:
場
の 

狀
態
、
原
料
の
供
給
及
び
斯
業
の
財
政
方
而
等
を
撤
督 

す

る

に

ぁ

つ

た:'
0

勞

働

赞

漣

は

無

鹿

階

級

打

破

の

印

的 

を

以

て

工

場

の

潰

廢
$

住

產

狀

態

の

浞

亂

を

來

た

さ

し

：

め
、
.彼
祭
を
飢
餓
に

P

れ
取
命
を

w

J t

せ
ん

V
J.

す
る
t

山
欺
'階

級

.■.の

'巧

妙

な

..，計

.窬

に

，對

杭
.■す
パ

る

手
&

£
し

て

s
..つ

-
-
-
--
-

-

-

-

-

 

-

-

--

- 

I

 
r 

-
-
-
-
1

 

I
t 

?

v

f

i

p

l

B

7

—

 

i

 

A
v
- 

p

' 

l

i

-
 

r
h 

t

 

t

v 

B
u 
E

L
 

T
.

ず
る
權
利
i

有
す
e

■nji

の
.で
あ
^q

。
济
エ
.場
.の
，cr
場
$
員
會
.力
特
$

の
^-
t
JA 

委
員
を
選
任
し
之
が
雇
主
の
經
營
を
監
視
し
辰
主
側
か 

ら
原
料
資
金
の
缺
乏
な
ど
を
#

出
る
.時
は
帳
筂
鈒
行
勘 

定
等
.を
調
べ
て
そ
の
眞
僞
を
確
め
、
®
主
側
の
疑
は
し 

き
行
_

を
拒
み
、
飽
迄
之
を
遂
行
せ
ん
ど
す
る
時
は
武 

;
:
r
v
v^

て
服
從
せ
し
め
^'
。
X :
屢
々
雇
主
が
工
場
か
ら 

遞
走
し
て
能
業
を
中
絕
せ
し
-め
や
ぅ
S
し
た
が
斯
炉
る 

場
合
に
は
勞
働
者
は
エ
場
を
占
^

し
事
集
を
i,
翁
し
一 

た
。
資
本
家
に
*

す
る
此
贫
擊
方
^
か
勞
働
管
理
ビ
い
.
一
 

ふ
名
_

を
#
代
の
で
あ
：る
？

、
 

' 

i

 

'
勞
働
管
理
は
未
だ
生
產
手
段
の
私
有
全
廢
で
は
な
く j  

m

に
生
產
及
び
交
換
手
段
の
所
有
考
の
權
利
の
藉
し
，い 

別
.
.
.̂に
過
ぎ
^

か
.っ
^

。
..そ
の
^
.

は̂
一
九
一
.七
/
I
- 

T* 

j 

S

1
十
七
H

發
布
の
勞
働
管
理
に
_

す

.る

布

吿

中

次 

の
^

項
に
よ
.つ
て
明
白
で
あ
る
.0 

「

六
、
勞
働
管
理
機
關
は
生
產
を
監
督
し
事
業
の
最
小
，：

:

產
敏
：釵
足
め
又
物
品
0

生
產
毀
を
決
定
す
る
手
段
を
講
.

第
十
六
卷

(
1

1

-1

七)

.

雜
.|
.滿
西亜

|:
.

於
け.
み
勞.
.働
紕
合
述
.勋

: :
"
’

七
、
勞
働
管
理
機
關

f

t

そ
の

ff
i

l

の
珩
ゆ
る
商
喪
上

.
: 

'
 

の
1

|

#

埋
す
る
權
刺
を
有
し
、
信
書
ビ
陰
敝
す
る 

了
事
柴
の
所
有
著
は
吿
誠
せ
ら
る
ベ
し
。
格
集
士
の
：秘
密
，
' 

|

:

:

ば
1

.

.

止
さ
る」

所
^

著
は
本
平
及
び

^

^

T

の
帳
得̂

#

,
 

\

 

.

計
簿
ゼ
管
理
娄
舞
に
提
出
の
義
務
り
り
。
勞

働

靈
«

 
I

.

關
の
決
議
は
所
有
者
を
拘
束
し
又

.-
,

層
上
の
勞

:1
1

^
纽 

機

關

の

命

令

に

侬

つ

て

の

み

改

田

，

る

。

：，：

:

ベ
勞
働
管
理
の
.機
能
は
第」

囘
勞
働
組
合
大
會
に
於
け
，
 

る
之
£

議
中
に
述
べ
ら
れ
た
如
く『

ft

治
上
に
煅 

止
さ
.
.

e

し
S

同
欉
：經

濟.の
範
圍
に
於
て
も
#
制
主
義
を 

錢
す
る
.

』

：に
ぁ
り
"

又
從
っV

,
『

勞
働
管
®

は
生
：產
並
：
 

.に
交
換
手
段
の
社
會
(t
t

同
樣
の
I

の
で
は
な
く
を
れ
. 

に
向
ふ
第1

步
で
ぁ
る
。1

此
愼
育 
'
態
跋
は
勞
働
組 

に
ょ
る
經
濟
的
實
力
の
實
獠
的
刺
斷
ビ
社
會
主
義
は 

一
朝
一
夕
に
し
て
實
現
さ
れ
る
も

「

で
な
く
數
^
-
數

-
P

 

‘ト
の
事

«

で
ぁ
る
尤
い
ふ

は

徵

^
ゥ

起
つ
た

.

.

.
¥
ハ號

そ

し

て 

1

〇
九



第

十

六

救

(

l

l

aL
-

A〕

 

0
 

0

露
四
.蓝{:
於
け
る
勞
儆
紙
合
風
胁

先
づ
資
^

^

_
生
產
制
に
.楔
を
打
.込
ん
だ
の
で
あ
る
。

.

,
.
.
勞
倒
階
級
^

%
產
備
級
0
從
來
の
關
保
は
全
く
顚
倒 

し
勞
働
蒋
は
自

记
の
耍
求
す
.る
所
を
勞
働
組
合
に
提
出
：
 

し
組
合
の
批
准
を
經
て
國
家
に
ょ
レ
て
強
制
的
に
施
行
. 

さ

れ

、

若

し

も

濯

主

侧

が

，之

：
に

從

，
ふ

事

を

拒

0*
.に
於
て
.j 

は
禁
鲴
そ
の
他
の
强
制
手
.段
を
採
つ
た
。；

有
史
以
來
初j 

め
て
同
盟
罷
X

に
對
ず
る
干
涉
は
勞
働
者
の
利
益
に
な| 

る
樣
に
行
は
れ
、
：組
合
の
要
求
に
應
牮
ぬ
赝
主
は
就
に
.
；
|

ザ

■
.: 

f
 

. 

<

第
A
駿

〇

四

社
會
革
命
の
成
功
に
伴
ふ
新
ら
し
い
問
題
は
一
九
一 

八
/*
小

一

乃

ぺ

テ

ロ
 

V

ラ

ー

ド

に

開

催

さ

れ
P

第 

一
fB
J

全 

.
露

勞

働

組

合

大

會

に

提

出

さ

れ

、

先

づ

勞

働

龃

合

は
 

(
1
)

拾
月
革
命
に
對
す
る
彼
等
の
態
度
如
何
、(

ニ)

彼 

等
は
此
激
烈
な
階
級
鬪
勒
に
際
し
中
立
を
支
>

 

し
導
る 

や
否
や
、_ (

三)

勞
働
者
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
デ
モ
ク
ラ
シ
丨 

バ
勞
働
テ
モ
ク
ラ
シ
！
、
W

憲

法

議

會

ど

S
o
v
i
e
t
s

の

:
、
；

/ パ、4
:
、
v 

{
0

-T-没
！ ®
;
:
-

策
I 
丄 

-1

ノ
 

q 
彡
.丫ノ、
、
>
|
. 

W 

薄
沒
諸
.
ど 

boviets 

の

札

-L
ら

れ

|1
合
作
麻
の
.勞
銀
梦
が
實
施
さ
れ
又
顽
迷|

何
れ
を
援
助
す
可
き
か
.

(

四
}
に
は
無
產
階
級
p

®
w:
こ

な

H

場
主
の
事
譬
沒
收
さ
れ
介
。」

堪

命

は

篇

を

無

|

於
け
る
勞
働
削
體
の
實
際
遷
如
何
、
等
の
審
犠
を
必 

產
階
級
へ
移
轉
し
た
の
み
で
な
く
經
濟
上
の
權
カ
も
市
こ
：

：

r 

, 

丨
 

勞
.働
隙
級
の
掌
搌
す
る
：所
ど
な
り
贫
ゆ
I

る
從
來
o

關
•系 

は
破
壤
さ
れ
ぢ
資
本
主
韻
的
關
係
に
蒙
、
又
闘
爭
的 

枞
關
芑
し
て
發
達
し
た
勞
働
組
合
は
勞
働
政
府
機
關
0

,

一
-

f

f
斯
C

V
彼
等
：の
組
織
を
改
造
し
、
戰
略
を 

S.
BI
し
他
國
の
勞
働
組
合
運
動
^
未
だ
見
ら
れ
な
い
.

問

題
|:
'
槐

は

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

榛

に

 

な

つ

こo

き:
IIK'\t'；

要
ビ
し
た
。
大
會
は
、
勞
働
者
ビ
農
民
の
勝
利
は

『

if
f

々
を
阳
.时
に
國
際
的
»

會
茶
命
の
端
路
と

資
本
主
義
W

生
產
制
に
對
す
る
勝
利
に
導
き
、
爾
餘
の
凡
て
は
十
刀

革
命
の
性
質
の
此
«
本
的
見
解
か
ら
生
す
る』

ビ
い
ぶ

意
見
を
有
し
た
。
头

ぎ

に『

勞
働
組
合
の
中
立
^
い
ふ

觀
念
は
ブ
ル
ジ

m
ァ
思
想
で
あ
る
。
革
命
的
社
會
主
_

 

そ
の
.
：反

對

者

？

の歷
史

的
大

：闕

爭
の

間

|丨 

I i

則I ^
I t
1 I
I ̂
I て

:灣.
:8

1
I

I ̂
. 1反
| _
I者 I t
I の

11® 
I &

-I的

：!?
. の
’ s間
! わ卜

1

甘
^

又
存
し
得
な
•い
◊
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
政
策
の
援
助
ミ
勞 

働
階
級
の
利
益
の
襄
切
ビ
は
#

に
中
立
ミ.

い
ふ
©

面
®
 

-K
1:
.隱
れ
て
ゐ
た
。
，就
中
露
西
]1
1
、
：如
大
革
命
を
^
過 

し
.有
產
階
級
を
倒
壤
し
た
撋
に
於
て
勞
働
階
級
は
中
立 

で
居
ら
れ
や
ぅ
か
9

m
命
の
進
:r
r
中
.に
起
る
凡
て
の
間 

題
：：

(

_

法
會
議
、銀
行
國
有
、資
本
家
新
間
{:
對
す
る
杭 

爭
、公
偾
の
破
棄
そ
の
⑽)

は
直
接
勞
働
組
合
運
動
の
利 

害
に
影
響
す
6 

0 

.
凡
て
之
等
の
岡
題
に
於
て
.勞
働
組
合 

は
入
芪
委
員
評
議
舍
に
ょ
つ
て
統
轄
さ
れ
る
社
會
主
_
 

S
o
v
i
e
t

政
府
の
政
策
に
：：全
：然
拨
助
を
與
へ
ね
ば
な
ら 

ぬ』

ビ
決
議
し
ニ
西五

：：

十
、萬
の
勞
働
者
の
名
を
以
て 

S
o
v
i
e
t

制
度
を
支
持
し
れ
ノ

ブ
ル
ジ
ヨ
ア
、デ
キ
ク
ラ
シ
ー
を
排
し
て
勞
働
デ
モ
ク 

:

ラ
シ
ー
に
味
方
し
、
.斯
く
て
全
露
西
蓝
の
勞
働
組
合
運 

動
の
運
命
ビ
3

0
<.
^

.

:

政
府
0

運
動
並
に
.

社
:#

主
義
革
-
 

命
e

は
結
ば
れ
た
U

無
產
锴
級
獨
裁
に
は
賛
意
を
表
し 

『

勞
働
組
合
を
無
産
階
級
の
政
治
機
關
殊
に
勞
働
者
代

表

s
o
v
i
e
t

と
の
密
接
な
協
力
ビ
不
可
分
的
關
係』

の
爲 

め
に『

現
在
の
勞
働
組
合
運
動
の
重
心
は
全
阈
的
經
赞 

ど
組
織
の
範
11
1

に
移
5
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勞
働
組
合
成
.
 

生
產
を
組
織
し
乂
國
內
の
稷
さ
れ
た
國
ヵ
の
恢
復
事
業 

に
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ』

S
決
_
し

た

。

之
が

«

行
は
 

S
o
v
i
e
t

ど
共
に
特
別
の
經
濟
機
關
の
創
設(

勞
猶
管
理 

の
紺
織
，.
勞
働
力
の
評
價
)£

分
配
、
戰
時
產
業
の
整
埋) 

サ

ボ

タ

ー

デ

ビ

の對
抗
、
强
制
勞
働
そ
の
他
の
施
設
に 

ょ
つ
た
。
要
す
る
に
此
大
會
が
勞
働
組
合
に
提
議
し
た 

問
題
は
勞
働
の
組
織
ビ
生
產
の
組
織
S

で
め
つ
た
。

又
此
第
一
同
大
會
は
勞
働
管
理
ご
產
業
の
統
制
に
關 

し
特
に
注
噥
し
"

此
點
に
於
て
露
®

鹿

無

產

階

級

は

，新 

生
面
を
開
い
た
e

如
何
ど
な
れ
ば
個
人
或
は
搾
取
者
圓 

體
の
利
益
'で
な
し
に
社
會
全
體
の
見
地
か
ら
國
民
經
濟 

を
組
織
し
や
ぅ
ビ
云
ふ
例
は
歷
史
上
見
ら
れ
な
か
つ
れ 

事
で
ぁ
る
。.
11

に
經
濟
問
題
は
：
一
擧
に
解
決
^
れ
る
も 

の
で
な
い
事
を
理
解
し
組
合
の
進
む
可
き
道
を
示
し

第
十
i

 

(

一
1
'rL

，九)

雜
.

錄

露
西m

於
け
i

働
組
合
運
動
：

第
八
鱗



.第
十
六
卷

(

1
ー
六
〇)

.雜

;

綠

.：

.
：滋
西
瓯

1:
於
け
る

.努
働

組

合

述

.勑

变

號

『

勞
働
管
理
は
國
民
M:

濟
統
制
の
_

1

般
制
度
e

不
可
分 

的

關

係

を

兩

し

，、

.

«

家
統
铜
.，の̂

礎
で
ぁ
り
V 

■組
合
は 

集
中
的
な
务
働
瞥
现
の
思
想
>

並
に
，近
代
的
注
產
方
法 

€

勞
働
組
織
の
實
際
の
構
成
に
逾
合
す
を

j
®

大
き
な 

機
關
へ
小
管
理
«

位
5

.
併

合

を

實

現

し

な

け

れ

ば

な

ら 

-

ぬ』

€

い
ふ
蕲
を
ガ
說
し
、
產
業
統
制
の
決
議
中
に
於 

て
產
業
國
有
の
準
備
階
段
ど
し
て
最
重
要
な
產
業
例
へ 

ば
衣
炭
、
石
汕
、
鐵
そ
の
他
の
.シ
シ
.

ゲ
ヶ
ー
ト
^;
ト
ラ 

ス
ト
を
主
張
し
れ
。
闕
民
全
體
の
利
益
に
な
る
：樣
な
國 

民
»

濟
.
の

統

轄

は

無

產

階

級

の

指

導

：の

卞

に

の

.み

賓

現 

さ
れ
#

る
も
の
^

爲
し
、
，社
#

改
造
の
火
事
業
中
;0

勞 

働
'«
1

合
の
職
分
は
勞
働
階
級
の
利
益
保
全
の
.
み

で
.f

 

私
人
の
獅
占
か
ら
國
家
獨
占
：へ
、
■

後
者
か
ら
國
冇
ベ
、
 

更
に
國
有
か
ら
社
會
主
義
べ
の
過
渡
期
に
於
け
ゐ
產
業 

組
織
'者
の
役
目
に
勞
働
階
級
^

用
意
す
る
に
ぁ
つ
た
。

‘
一

倍

て

生

產

の

組

« ：
に

於

け

る

組

合

の

役

H

i
機
能
を 

決
-す
.る

ド
は
工
場
委
員
食
旅
に
之
が
經
濟
組
織
の
上
’に

I

!

丨:
I
§

有
す
る
職
分
を
觀
察
す
る
必
耍
が
ち
る
。
エ
場
姿
員
#
 

は
一
一
月
革
命
中
に
生
じ
た
最
初
の
機
關
で
め
っ
て
組
合 

員
た
る
ビ
否
ビ
に
拘
は
ら
f

一
 

定
エ
裼
內
の
全
勞
働
教 

を
包
括
し
、H

場
^

^(s
o
y
〗 e

t

の
政
治
的
命
令
を
實
行 

し
、
勞
働
潘
代
表
.：so

v
i
e
t

を
中
乂
持
T

る
^

典
に
#
議 

.を
裁
定
し
、
«

丁
¥

指
導
す
る
ビ
い
ふ
ニ
重
の
役
：

m

を 

，有
し
、
革
命
の
初
期
に
は
龃
合
を
代
玴
し
又
後
に
は
狐
I 

合
運
動
の
核

心̂

な
っ
た
。
そ
し
て
十
月
革
命
ど
共
に 

，委
員
會
は
組
織
じ
經
營
め
大
任
務
に
貴
仕
を
負
は
な
び 

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
エ
場
®
員
の
中
に
は
勞
働
糾
合
の 

時
代
は
去
り
委
員
會
が
之
^
代
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ミ
い
ふ

.

も
^

つ

^

へ''
フ
.
_ロ、ク
ー
ラ
ド
、
ォ
デ

■

ッ
.

サ
、
ナ

マ.
.

ラ
"

キ
エ
フ
そ
の
他
に
エ
墙
委
廣
龠
の
中
处
評
議
會
；

が
設
立
.

$

れ
勞
働
組
合
評
議
會
ビ
並
立
の
削
體
ビ
し
で
;:

活
動
し
、
そ
の
發
速
は
必
然
組
合
ど
姿
員
會
^
の
間
に

衝
突
を
來
た
す
に
至
っ
れ
。
併
し
一
方
勞
働
組
侖
は
益 

々
，發
達
し
、
加
：入
老
は
.

增
加
し
ェ
場
委
M
會
は
全
く
备

龃
合
勞
働
漭
の
選
出
す
る
機
關
ど
變
じ
從
つ
て
之
を
糾 

合
に
從
屬
さ
せ
る
事
'

(

第
三
囘
組
合
會
議
の
決
議
の
如 

く〕

は
容
舄
ミ
な
つ
，れ
。
を
し
て
第v

囘
大
會
はT

H

 

場
委
員
會
は
組
合
の
地
方
機
關
匕
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ』

_ 

と
：權
定
し
、
そ
の
微
エ
場
婺
贾
會
の
中
央
評
讅
會
も
廢 

.[
t

さ
れ
、
#

員
會
は
中
央
の
指
圖
6
決
酿
を
實
行
す
る 

紺
合
の
單
位
€

な
つ
れ
0

.
ぺ
^

'

.ノ
：

.

.十
月
革
命
前
將
に
國
民
經
濟
の
中
央
諸
機
關
の
建
設 

を

み

ん

ど

し

つ

、
，あ

る

際

、
，

X

場
®

員
會
は
X

場
の
營 

理
に
換
は
つ
て
ゐ
た
が
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
産
業
管
理
機 

關
の
設
け
ら
る
y

に
及
ん
で
勞
働
組
合
"

國

民

：經

濟

評 

議
員
會
並
に
エ
場
委
員
會
の
代
表
者
か
ら
成
る
.

エ
：場

管

，
 

理
會
に
代
表
者
を
：出
す
の
み
ど
な
つ
た
。
ニ

九

1

八
苹 

の
，中
頃
に
全
露
■

働

組

合

中

央

委

員

會

，は

特

別

の

『
H

 

場
委
員
會
规
則』

：を
制
定
し
允
。
 

.

A

'

組
合
の
指
侧
に
從
CA

:
一
 

定
‘

H
.

敗
の
金
勞
働
漭
€
 

被
傭
者
を
一
の
產
樂
»
織
に
結
合
す
る
に
必
要
な
有
ゆ

る

手
.段
.を
»
す

。
.

,

B

產
業
的
組
合
に
ょ
つ
て
提
起
さ
れ
る
如
く
勞
働 

满
を
被
傭
者
間
に
臌
格
な
無
產
階
級
的
紀
伴
を
施
行
す
：
 

.
:
;

c
勞
働
の
防
衛
>£

保
霞
を
：11
1的
ど
す
る
勞
働
人
&
 

委
員
#

(
l
a
b
o
u
r

 

c
o
m
m
i
s
s
a
r
i
a
t
)

の
凡
て
の
方
法
ビ 

_

則
が
實
施
S

れ
る
の
を
檢
r

a

し
乂
勞
働
條
件
の
改
善 

s

手
段
を
ft

ず
。

’

'

D

:

;

生
產
ヵ
增
進
€:

榮
働
の
JE

常
の
進
步
を
企
圖
す 

，
る
、
國
K

經
濟
委
員
會
並
に
藓
業
的
組
合
の
凡
て
の
指 

圖
ビ
手
段
が

H

場
に
ょ
つ
て
施
行
さ
れ
る
の
を
®

督 

す
。

:

:

i

E
勞
銀
契
約
ビ
生
產
力
の
、
黻
茈
な
此
っ
相
互
的 

な
實
行
に
對
し
駿
重
な
監
督
を
»

行
す
。

F

勞
働
營
理
を
，最
も
充
分
に
實
打
す
。

G

慑
食
部
同(

F
o
o
d

 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t)

の
规
宽
の
範
圆

內
で
勞
働
者
に
對
し
て
最
必
需
物
資
の
供
給
を
行
a

、
 

又
そ
の
爲
め
に
公
衆
食
堂
"

店
前
そ
の
他
設
S

の
爲
め

..第
十
六
盤

(
I

一
 

六
a

:
雜

錄

露
四
瓶
k

於
け
る
勞
働
組
合
述
動

第
八
號

i 

i

三



第
十
六
卷

'

2

:

1

:

5

1)

雜 

0
 

^ 

:

第

八

號

.、ニ
四 

. 

だ
必
耍
な
機
關
晶
係
す
。
 

.勞
' «

姐
合
の
地
方
の
中
樞

e

定
め
&
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

H

工
場
^

典
同
|に
そ
し
て
.組
合
0

指
導
の
下
に
學
_

:

そ
し
て
工
場
を
經
營
す
る
仕
事
に
は
蚤
く
干
與
し
な
く 

.

校
、
_
書
館

、
譲
書
室
、':
人
民
常
：殿
，
兒
童
尔
丨

ム
、

な
ら
ね
ば
な
ら
.ぬ
。
工
場
內
の
經
營
機
關
皮

勞
働
姐 

'

運
動
場
、
幼
稚
園
そ
0

他
を
設
く
。

:
:,
,

機
關
ビ
の
並
立
を
排
す
爲
め
エ
場
委
眞
會
ビ
共
に
贫
ゅ 

I

名
#

栽
判
所
の
判
決
並
.に
、
規
則
ビ
勞
銀
契
約
：|ド
る
康
.業
委
員
會
は
廢
止
さ
る
可
き
で
ぁ
る』

^

泥
議
し
、

.

に
從
つ
て
此
猶
判
所
に
ょ
6

課
せ
ら
れ
';
2

刑
劄
を
執
行
へ
|

土
場
管
理
會
を
以
て
：エ
場
內
の
唯

一
の
權
ヵ
者
た
ら
し 

す

。
：
：
‘
：
：

 

. 

.

:め
た
。 

リ」

'」

"
：ン
し

J

勞
働
取
⑴
所
©

布
吿
€

勞
働
組
合
の
指
|1
に

基
:.
:

以
上
の
如
く
露
西
盥
勞
働
組
合
連
動
の
镞
達
は
ヽ
勞」

き
勞
働
者
^

被
傭
者
の
住
免
に
携
は
る
ぐ
：

:

:

:

|働
組
合
に
對
し
獨
立
なH

場
委
員
曾
に
始
り
エ
場
委
員

:
:淹
業
が
國
有
化
せ
ら
れ
之
を
經
營
す
る
主
た
る
委
員
#

k
ょ
る
工
場
瞥
理
の
過
程
^
、
經
營
に
對
す
る
工
場

會
が
設
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
勞
働
管
埋
か
ら
勞
働
經
營
'
委
員
會
の
參
加
、

)

—

:從
つ
て
そ
れ
の
國
民
經
濟
評
議

に
進
み
>

勞
働
紐
合
が
奋
體
€
し
て
經
營
に
從
事
す
る
;:
員
會
に
對
す
る
從
屬
を
經
過
し
終
に
工
場
委
員
會
を
組

：

：

に
至
場
委
員
命
の
生
產
管
现
の
：範
圍
に
於
け
る
使
：
，
1::
合
^

結
合
し
純
然
た
る
勞
働
組
合
の一

機
關
に
變
せ
し
;
:

命
は
終
6

を
吿
げ
た
。
そ
し
て
笫
三
：囘
势
働
組
合
大
會
：
め
以
て
そ
の
完
成
期
に
到
達
し
れ
。

ば
土
場
委
員
會
の
ニ
«

の
機
能
を
槪
括
し
1:
:『

エ
場
委
::
' 

(
五)

:

■

«

#
は
組
合
の
：一
樹
上
の
機
關
に
對
し
て
負
ふ
貴
任
に
:

.
第
一
囘
全
露
.勞
働
紐
合
大
會
に
於
け
る
最
も
闲
雛
な 

蘭
す
る
•

眼
b

で
は
類
似
.

の
勞
..傲
組
合
の
機
能
を
存
す
る
無
鹿
階
級

.
獨
裁
期
.
に
.

於
.
け
る
勞
錄
組
合
の
任
務
>、

」

ぃ
ふ

間
題
に
就
て

L
o

z
o

v
z

k
y

ゆ
云
ふ
。

,

.
■『

勞
働
組
合
は
»•

に
資
本
に
對
す
る
_
爭
機
關
か
ら 

社
會
主
義
的
®

設
機
關
に
變
っ
た
0

そ
し
て
五
口
々
が
資 

本
主
義
か
ら
共
產
主
.

義
に
规
む

1

度
に
從
つ
て
組
合
の 

活

励

の

：
中

心

は
.
組

織
S

經
徵
の
箣
圍
に
移
る
で
あ
ら 

ぅ
。
,
勞
働
^

生
產
を
組
織
す
る
，主
耍
往
務
は
組
合
，に
置 

が
れ
組
合
が
此
任
務
を
や
っ
で
の
け
る
事
が
出
來
れ
ば 

出
來
る
ほ
ど
そ
れ
は
«

民
經
濟
中
に
併
呑
さ
れ
る
糠
^
 

«'
;

り
そ
の
一
部
分
ど
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
完
全
に
發
遂
し 

た
社
#
主
義
社
會
に
は
階
級
闘
爭
機
關
ど
し
て
の
勞
働 

組
合
は
消
滅
し
登
-記
、
分
配
及
び
公
共
の
生
產
機
關
が 

之
に
代
る
^

至
る
で
あ
ら
ぅ
。
ン 

.

.

併
し
社
會
主
義
社
#

に
於
て
登
記
し
.

分
配
し
-'又 

生
産
す
る
爲
め
の
斯
.か
る
機
關
は
何
處
か
ら
現
は
れ
る 

か
。
如
何
な
る
組
織
が
之
を
創
設
す
る
か
。
明
か
に
そ 

れ
は
過
渡
期
に
於
て
は
勞
，倒
紐
合
6
 

S
O
I

に
i

つ 

ゼ
設
け
ら
れ
る
。
そ
し
：て
を
の
m

要
さ
は
社
#

革
命
の
'

勝
科
ど
新
產
槳
關
係
の
聚
因
に
な
る
に
比
例
い
て
大
き 

:

く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

斯
く
過
彼
期
に
は
勞
働
渚
代
表 

S
o
v
i
e
t

を
勞
働
組
合
ど
が
生
產
を
管
理
す
る
爲
め
の
機 

>

.

關
c

li
l

民
經
濟
評
議
員
會
ど
國
有
事
業
管
理
の
主
た
々
：
 

委
員
會 
>

を

造

る

。
，，
俳

し
«:
會

主

義

に

逮

す

る

や

之

等 

|

の
機
關
は
を
の
特
質
を
失
ひ
、S

o
v
i
e
t

尤
勞
働
紕
合
の 

:

.全
活
動
ば
勞
働
ど
生
產
の
組
織
に
集
中
さ
れ
る
様
に
な 

Z

る

べ

彼
等
の
產
業
上
，の
機
能
は
消
滅
す
る
。
勞
働
組 

■
I
.

合

ビ

S
o
v
i
e
t

の
經
濟
諸
機
關
は
互
に
融
合
し
，
M

八
ロ 

^
s
o
v
.
l

を
併
称
し
て
一
の
經
濟
機
關
が
そ
れ
か
ら 

j
:

，發

生

し

、

.

斯
く
て
有
ゆ
る
組

f

の
綜
合
物
が
無
産
階
級 

k

ょ
ク
て
造
ら
れ
る
0

社
#

主
義
は
完
全
な
.

組
織
體
C
 

-

な
つ
て
現
は
れ
る
,°

現
招
無
產
階
級
の
諸
組
織
の
€
達 

€

與
生
に
就
て
の
此
豫
想
が「

勞
働
組
合
國
€

化」
(

紙 

:

.

合
を
.

國
家
の
機
閥
た
ら
し
む

)

の
思
想
を
喚

S

丨
、

t
 

し
て
多
數
同
傲
は
此
可
能
性
を
以
て

S
o
v
i
e
t
s

に
對
す 

:
:

る
勞
働
組
合
の
直
接
.

の
從
縣
ノ
レs

o
v
i
e
t

政

府

の

.機

關

笫
八
m

一
 

5

嬸

十

-
六

卷,

(

一
：
ニ
 

■
 一
 

ノ

雜

錄
雜
西
蓝

1;

於
け
る
勞
働
組
合
蓮
動



第
十
六
怨(

二
六
四)

雜ィ錄へ露西

f

於
け
る
勞
働
組
|

勋
： 

. 

J
 

!
^
> 
.
.

中
へ
の
茈
式
の
包
括
を
意
味
す
る
も
の
も
看
做
し
た
。』

『

之
が
勞
働
組
合
を
し
て(

全
國
家
機
關
に
庇
接
に
千 

:,『

勞
働
組
合
^

勞
働
者
代
表s

o
v
i
e
t

 

w

の
間
の
最
も
與
す
る
»

に
よ
り
、
全
國
家
機
關
の
行
動
に
對
し
多
數 

緊
密
な
協
力
と
不
可
分
的
關
係』

^

主
張
せ
る
第
一
囘
無
產
者
の
管
理
を
組
織
す
る
事
に
よ
を
の
組
織

 ̂

■大
會
は『

前
述
の
發
«:
の
« '
程
に
於
て
勞
働
組
合
は
必
よ
つ
てS

o
v
i
e
t

政
府
に
起
る
か
も
し
れ
ぬ
_
々
の
仕 

然
社
會
主
義
政
府
の
機
辭
に
职
化
さ
れ
；
そ
れ
に
參
如|

事
を
實
行
す
る
事
に
よ
り
、
各
鋪
の
國
家
部I

I

の
改
造 

す
る
«

は
如
何
«

る
產
業
に
從
事
す
る
有
ゆ
る
人
に
對
|
:に
協
カ
す
る
事
に
よ
り
>

又
國
家
機
關
€
組
合
の
そ
れ
リ 

し
强
制
的
で
あ
る』

と
宣
言
し
允
。：
或
人
々
は
之
を
國
こ：.

を
を
融
合
し
以
て
組
合
自
體
の
組
織
に
よ
つ
て
漸
次
國 

家
に
對
す
る
直
接
の
隸
«

を
意
味
す
る
も
の
ヒ
解
し
'j

，家
諸
部
鬥
に
代
へ
る
祺
に
よ
つ
て)

S
o
v
i
e
t
s

の
仕
事

た
。

" 

，

.I

:-

に

厂 

事

を

餘

義

な

く
'

: 

ニ
；九
'1

九
年
一
：
月

の

第

ニ

囘

全

露

勞

働

龃

合

大

會

は

|

す』

：

,:

l
e

t

諸
機
關
ビ
組
合
S

の
關
係
並
に
雨
者
の
漸
進
的
.

『

併
し
未
だ
不
完
全
な
國
家
組
織
ビ

勞
働
組
合
の
發

融

合

に

就

て

宣

言

し

た

ン

’

T

;

『

新
し
，ぃ
祉
俞
^

義
0;
极
據
.に
基
き
、有
ゅ
る
生
淹
手
：
|

を
後
者
中
に
併
合
し
，或
は
»

合
が
國
家
の
職
分
を
^

^

段
並
に
社
#

の
組
織
を
ft
#

化
す
る
事
業
は
全
政
：府

機

に
奪
取
す
.る
事
は
誤
り
で
あ
る
。
勞
働
組
含
€
國
家
機

關
ヴ
改
造
に
關
す
る
困
_

な
遞
，々
れ
；る
仕
^

、:
即

多

數

關

W

の
完
全
な
融
合
の
全
■

(

吾
人
が
勞
働
紺
合
の
:

勞
磡
與
自
身
の
紕
織
的
创
意
：に
甚
く
生
產
及
び
消
费
の」

：

國
有
化
ビ
稱
す
る
過
程)

は
彼
等
の
共
亂
の
密
接
な
且 

桃h
J'
l
l
s統
制
の
新
機
湖
の
剡
設
を
要
す
。』 

：o
調
‘和
的
な
活
動
の
必
然
的
結
果
ミ
し
て
、
及
び
國
家

機
關
ビ
凡
て
の
相
政
機
關
を
管
理
す
る
任
務
に
對
し
大
の
で
あ
4

。

衆
勢
働
者
の
勞
働
組
合
§

準
.備
が
な
.つ
て
か
ら
、
起
ら 

' 

併
し
以
上
の
如
き
見
解
は
勞
働
紙
合
述
動
の
佥
賸
が
■ 

ね
ば
な
ら
ぬ
。』

. 

有
し
た
の
で
は
な
く
十
月
革
命
の
初
め
か
ら
六
方
に
は 

ぞ
し
て
觅
に一

ヶ
年
後

S
:

第
三
回
全
露
勞
働
組
合
大
組
合
運
動
の
獨
立
を
耍
求
す
る
傾
向
が
あ

.

つ
た
。
大
會 

會

はS
o
v
i
e
t

 

:

政
府
ミ
の
不
可
分
的
關
係
の
下
に
先

づ

|

に
於
て
特
に
.

L
h

e
v
i

k
s

に
よ
つ
て
說
ベ
ら

れ

れ

組
: 

『
s
o
v
i
e
t

露
西
逝
に
於
け
る
勞
働
紐
合
ば
實
際
上S
o
v
i
e
t

合
獨
立
論
の
翦
旨
は
次
の
如
く
で
あ
つ
た
。
獨
立
論
は 

制
度
の
不
可
分
的
部
分
さ
な
つ
た
？
即

S
o
v
i
e
t
s

の

無

|

十
月
革
命
の
社
會
主
義
的
性
質
を
否
定
し
、
_ブ
ル
ジ
ョ 

逾
堦
級
獅
栽
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
補
充
者
^

支

持

者

に

ァ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
革
命
が
今
や
露
西
亜
に
行
は
れ
つ
、 

な
つ
た』

士
決
議
し
、
：
又
へ
、

『

勞

働

組

合

は無
.產
者
國
家
;

あ
る
事
を
主
張
し
れ
。
，
政
府
は
そ
の
代
表
者
個
.々

の
意
.：

0

根
本
的
*

礎
で
あ
h
N、
生
產
行
程
に
於
け
る
勞
働
の
■思
はV」

ぅ
あ
ら
ぅ
と
も
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
政
府
で
あ
つ
て
國 

唯
一
の
組
織
者
で
あ
り
、-
:且
9
經
濟
的
建
設
0

主

た

る

：家
ビ
有
ゆ
る
國
家
機
關
は
革
命
が
ブ
：ル
ジ
ョ
ァ
的
起
原 

®

具
で
あ
る』

^

爲
し
た
。
之
等
ニ
決
議
は
資
本
主
義
：

な
る
事
を
反
映
し
事
實
上
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
機
關
で
あ
る
？

:
 

か
ら
社
會
主
義
.へ
の
：過
渡
期
に
於
け
る
勞
働
組
合
に
就
一
そ
れ
故
勞
慟
組
織
は
國
家
に
關
係
な
く
造
ら
れ
ね
ば
な
:
'
' 

て
の
充
分
な
叙
述
で
あ
る
。
之
が
革
命
以
來
一
ー
|
十
ヶ
月
ら
ぬ
。
丁
度
現
に
勞
働
組
織

S

今
日
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
、デ 

の
共
同
活
動
^

闕
爭
の
經
驗
に
甚
く
無
產
者
國
家
に
於r

ク
ラ
シ
I

政
府
^
の
間
に
存
す
る
の
ビ
同
じ
關
係
が 

け
る
勞
働
組
合
の
機
能
ビ
地
位
で
あ
る
、
-'
そ
し
'1
:
此
經
:

、
露
西
蓝
の
勞
働
組
合
€ 

s
o
v
i
e
t

政
府V」

の
間
に
存
し
： 

驗
が
第
三
囘
全
露
大
會
の
洪
_

に
よ
_
0て
記
錄
3

れ
れ
な
け
れ
ば
な
&

ぬ
。
即
自
生
、
獨
立
、
_

體
契
約
、
階 

第
十1

ハ

焓

(
j
.

r

$

x
雜

0
^

醫
琵
於
け
ゐ
努
働
組
合
連
動 

：

筇

八

镟

ニ

七



• 

铬
十K

卷

ニ

;:
:

ハ
六)

雜

錄

證

f

於
け
る
|

紕
合
述
励 

第
八
^

一
一
八

®

B
带
の
；ヒ
戍
、
#

エ
權
、：'そ
の
爲
め
の
罷H

基
金
の
.

ら
ん
か
、
露
西
55
に
於
て
菩
々
は
如
何
な
.る
革
命
を
行 

射
持
■そ
の
他
力
E

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，

.
' 

.

.

.ひ
し
か
、
ブ
.ル
ジ
H

ァ
苯
命
か
社
會
主
義
軍
命
か
々
扱 

之
が
^

ー
囘
大
:#
^

表
は
れ
た
組
合
獨
立
論
で
あ
て
若
し
も
を
れ
が
社
會
主
義
堪
命
で
あ
る
な
ら
、
^
エ 

る
。
之
に
贊
成
し
:^
の
は
歡
似
者
組
合(

商

業

使

用

人

基

金

、
同
慨
擺
エ
及
び
無
產
踏
級
が
そ
の
階
級
的
敵
に 

* 

'銀

，
打

員

及

び

官

公

斑
)

.：さ
資
本
家
新
聞V」

關
係
の
深
か
向
つ
て
用
ひ
た
爾
餘
の
武
器
€
万
法
を
用
ふ
る
機
舍
が 

つ
た
1
部
の
印
刷
エ
.で

あ
,0
作
:0 ̂

如
何
し
て
存
し
や
ぅ
か
。
何
人
に
對
し
て
無
產
者
勞
働 

:
論
を
®

し

て『

十
月
革
命
後
權
力
を
握
つ
た
の
は
有
產
一
組
合
は
階
級
_

举
を
：行
ふ
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
彼
等
自
身 

階
級
で
あ
る
か
。
;:
明
か
'に
然
ら
中
、
何
ん
？
な
れ
は
そ
一
の
無
產
階
級
政
府
、
即
自
分
に
對
し
て
か
。
 

れ
は
現
在
で
は
被
抑
藤
階
級
で
あ
る
。
然
ら
ば
露
西
®

,

そ
れ
故
獨
立
論
は
全
然
舊
資
本
主
_

關
係
^
基
き
又 

に
於
て
權
カ
を
掌
搌
す
る
.は
農
民
で
あ
る
か
.。
之
さ
へ
.\

吾
人
が
現
に
生
孩
し
つ
、
あ
る
時
代
を
解
せ
ざ
る
癖
か 

も
、
：若
し
農
民
が
權
カ
を
占
め
る
な
ら
彼
等
は
決
-1
.
て

|
:ら
起
&

、
且
つ
或
種
0
勞
働
者
の
胸
中
に
、
新
ら
し
い 

私
有
斯
產
を
廢
止
せ
す
或
は
ナ
般
に
主
要
な
消
費
物
及
ー
砒
會
關
係
が
猶
資
本
主
義
的
組
織
に
ょ
つ
て
圍
繞
為
れ 

び
特
に
穀
物
の
國
家
獨
占
を
設
定
し
な
か
つ
た
に
違
い)
て
居
る
矛
盾
を
反
映
し
て
ゐ
る
事
が
理
«

さ
れ
る
。
終 

な
い
^

い
ふ
事
實
に
ょ
つ
，て
否
定
3

れ
：る
。
從
0
:て
、;:
滅
し
つ
\
あ
る
資
本
主
義
が
そ
れ
の
影
_

を
他
の
澈
ょ
! 

唯

-
の
：
階

級

即

社
#

軍
命
の
發
展
ヒ
利
害
を
一
に
す
る
b

も

一

層
多
ぐ
精
神
上
'受
け
て
ゐ
た
或
種
の
勞g

者
に 

:

.

.:
:

. .
:
:
:無
產
階
級
一
^
生
產
及
：び
分
配
0

現

し

；被
る
-
1

1

.の
^

:

級

ヵ

，殘.;̂
_

の
み
^:

.^

る

&

し
然
.

.

.

'

掏
.
立
論
は
.

狹
義
の
勞
働
組
合
論
で
は
な
く
一

 

の
完
全

な
政
治
钽
學
で
あ
る
。
若
U

も
之
，か
.ブ
;v
ジ
ョ
ナ
：革

命

.れ
ば
な
ら
ぬ
を
彼
等
は
說
い
れ
。

，

で
あ
る
な
ら
、
從
つ
.て
有
齑
階
級
及
び
農
民
：に
對
し
異
併
し
此
獨
立
論
は
顧
み
ら
れ
ざ
る
に
至

b

事
務
負
組
，

 

つ
|2
經
濟
政
策
が
採
、ら
：れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、：
即
有
ゆ
る
ブ
.：：合
の
如
き
も
此
組
合
最
後
の
會
議
に
於
て
は
獨
立
論
者 

ル
ジ
；ョ
ァ「

向
*
 

U

1
,
言
に
し
て
云
：へ
ば
憲
法
»

會
，
ブ
ば
代
表
者
の
三
割
ニ
分
ミ
な
>
^
又
印
刷
エ
の
場
合
に 

ル
ジ
ョ
ァ
デ
モ
ク

ラ
シ
， -
-

社

食

の

：
最

高

被

：

g

の
爲
め
のj

もj

九
一
九
年
七
月
の
®

後
の
g

M
エ
全
國
大
#
に
於 

:
有
ゆ
ふ「

民
主
的」

形
®

、
及
び「

健
；全
に
’統
制
さ
れ
た」

•て
は
多
數
代
表
者
は
共
產
.主
義
考
で
あ
つ
た
0
勞
働
細 

資
本
、王
義
を
建
設
す
る
事
か
必
要
で
あ
る
.‘

』

 

|

合
^

励
に
對
す
る

M
s
i
s
h
e
v
i
k
s

從
つ
て
獨
立
論
卷
の 

〉

革
命
の
發
®

ビ
共
に
獨
立
論
は
そ
:0
純
粹
の
1
賃
せ
勢
ヵ
の
減
讴
を
數
で
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
.

'

:'
る
形
體
を
失
ひ
第
三
囘
大
會
に
於
て
は
漸
れ
な
る
形
を
：

採
つ
て
現
は
れ
た
°

即
自
3

1

^

3

1

^
は
»1
:
會
革
命
の
：

 

全
代
^
: 

行
は
れ
：つ
\
あ
る
事
.を
.承
：認
し
れ
る
も
世
界
殊
じ
露
，西
：
へ

肇

命

の

雷

の
f

た
I

理
管

し

て

獨立論ヒ第

3

V

 

#

讅
替

)

二
ニ
0

I

 

た
。

_

1

|

 

f

 

I

し
っ
：
一

』

一：p

r

p

 

四
一
パ 

、
あ
る
、'殊
に
多
數
の
秦
民
の
潘
舟
す
る
露
西
^

に

於

.
第
ニ
间
益

て
そ
ぅ
で
あ
る
。
そ
れ
故
無
產
者
勞
儆
翁
合
は
.

®

#

,

m
H
-
间
勞
働
組
合
大
會(

5
一
 

Q
.
S力)

一一一

n

九 

, 

主
義
的
で
は
あ
る
が
又
ー
方
中
流
階
級
の
1

カ
.に

對

し

：

0

第一

间
勞
働
紐
合
大
會
以
後
の
.數
字
が
誤
つ
て
ゐ
る
の
で
数

_

步
し
つ
、
あ

る

s
o
v
i
e
t

國
家
に
對
し
獨
立
で
な
时
 

と
制
合
と
が
適
合
せ
ぬ
が
似
|-
.

そ
の
ま
>

揭
ぐ
。

.

. 

.

.

.-

.

.

.

 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.
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.

.
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'
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笫
十
六
怨(

ニ
六
七)

雜
：
錄

露

西
ga
L
L於
灯
*
勞
働
級
合
、

1

動

,: 

笫

八

號

ニ
九

メ
二
シ
エ

グ

ィ

キ

左

:
.

興
社
會
本

，；%

彳「

命
激
及
ぴ

賛
成
潘
，」

j 
ニ
〇

五
：九

_五
-

：

四
五

H
八
•四

六
六
ニ
 

i

11

九

九

？四

，
1

四
八
六
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第
十
六

#

(

ニ
六
八

)

：雜
：

錄

：
中
顒
埒
國
財
政
の
蹩
理

.

而
も
無
所
规
代
表
者
が
獨
立
論
か
ら
脱
し
た
の
で
第
至
れ 

ニ
囘
大
會
に
はi

二
十
七
名
、::
第
1
ー
_

大

命

に

は

三

十

一

一
 

.名
の
代
表
者
が
彼
等
の
決
議
に
«
双
し
た
に
過
ぎ
な
か 

っ
た
0 (

未
完
V

-

桀
八
驢

1 

U
O

中
華
民
國
財
政

任

第U

葷

我

國

財g

紊
亂
の
原
因

第

1

節
，內政の不統一'パ

、我
_

に
於
て
，は
.民
阈
成
立
以
來
，：

舊
制
已
に
破
*
せ

ら
れ
て
、
完
爝
な
ぐ
、
新
制
來
だ
樹
立
せ
ず
、
中
央
政

庇

の

某

礎

動

搖

し

て

、
.
地

方

#:

軍

の

.權

ヵ

往

々

中

央

政

府
を
«
し
、
政
今
國
内
に
出
で
す
、
殊
に
近
年
群
雄
割

據
1

彩
^

連
綿
し
て
絕
ぇ
ず
い
;«
政
系
統
十
中
八
九 

破
®

せ
ら
れ
、
其
結
果
私
の
如
き
大
な
る
弊
憨
起
る
に

ぐ

i

|
I

財
務
行
政
機
關
の
樹
雜

il

不
統 
一f
 

軍
赀12

1

大
な
る
こ
^
、

國
苻
錁
逍
か
初
め
政
府
祺
粼
の
双
入
の
如
き
、
政
^
と
兵
亂
の 

爲
め
|-
:
诚
败
せ
ら
る
、
こ
ミ
龄
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
多
く 

地
方
!:
盜
J1
!1
へ
ら
る
、
こ
と
、
：
，

四
、
粗
税
收
入
背
座
敗
入
等

It

、
；龄
ん
ど
金
部
地
方
1:

流
;«
せ
ら
れ
I
I
 

地
方
の
中
央
|:

送
納
す
べ
杀

「

解
欵」

杜
絕
せ
ら
れ
"

中
央
政
府 

か
し
て
財
政
の
調
劑
に
前
し
、
借
欵
|:

依
籾
ぜ
ざ
れ
ば
、
，政
府 

か
支
神
す
る
能
は
ざ
る
悲
境
|:

胳
ら
し
む
る
、
；

2

、

五
、
財
政
e

l

例
i

蓮
I

制

肇
I

不
可
能
I

、

ノX

 

: 

— 

：
 

.

.

. 

: 

:
:
.
. 

, 

,

」

.六
*

地
方
’

の
取
人
宴
等

.

，：蹲
k

财
‘

搜s

し
、
税
傾
か
泅

2

 

.

し
む
る
こ
と
、

七
、
國
传
安
ん
じ
ャ
_

1

1

_

す
孟
は
す
し
X

、：

蟲

嘉
 

し
、
税
源
は
=

|:

消
姆
す
名
こ
と
1 

!
;

'

八
、.
地
方
の
¥

设
畏
背
恣
1
1
.內
外
愤̂

惜
.

入̂

る
こ
と
、

EI
-
1之
觀
之
、
內
政
の
不
統
一
は
芷
に
.财
政
を
紊
亂
せ 

し

む

る
1

大
.

原
因
な
>

0

:

第
二
節
財
政
に
於
け
る
秧
序
の
不
確
立 

我
國
の
財
政
當
局
は
S

，財
政
に
對
し
て
秩
序
な
し
、

計
®

な
し
、
收
入
ぁ
れ
ば
、
la

に
濫
#
し
て
餘
す
所
な 

く
、-
收
入
な
け
れ
ば
、
必
要
ば
る
國
務
も
亦
之
を
閑
却 

U

:

て
脑
慮
せ
す
、
筋
乏
遥
迪
其
極
_

に
.

達
ぜ
ば
、
'借
欵

, 

倚
賴
し
姑
息
な
る
彌
縫
策
を
以
て
、

極
言
す
れ
ば
我
國
財
政
^

屈
は
、
何
等
餅
究
な
く 

欵
を
以
て
能
事
S
し
、
®

欵
に
：長
ず
れ
ば
、，
最
も
財
政 

.常

厨
に
；適
仟
ご
し

、

其
職
務
は
9:
1

納
係
ビ
何
等
異
な
る
 ヾ

を
知
ら
♦

ノ
財
政

1
^

-
®

の
ぬ
納
機
關
に
じ
て
、
輝 

財
の
機
關
に
非
ざ
る
な
り
、

h

斯
ぐ
の
如
ぎ
人
物
斯
く
の 

如
き
機
關
に
、
國
家
肝
要
な
る
財
政
を
委
す
る
は
"
其 

危
險
镫
に
测
る
べ
け
ん
や

。

:

:

:/
;
;:
;
::
箜

豫

箅

制

度

の

睛

却

_ .

我
®

政
府
は
、
豫
»

を
直
耍
視
せ
ざ
る
も
の
な
り
、

.

且
つ
民
國
成
立
以
來
掷
三
の
政
變
起
り
た
る
が
故
に
、

豫
箅
を
編
成
し
得
.

介
る
は
、
僅
に
ニ
フ
三

過
ず
中
、
.加
ふ
る
に
此
等
の
豫
算
に
表
は
れ
た
る
數
字

は
、
頗
る
杜
撰
不
疋
確
に
し
で
、
信
す
.る
に
足
ら
ざ
る

を
も
他
に
流
用
し
、
_

反
.

つ
て
疋
當
の
)1
;]

銥
を
願
み
す
、 

财
政
ビ
稱
す

る

も
、_

 

.

«

は
.
.ニ
S

の
濫
帳
に
過
ぎ

さ

る
な 

り
。
斯
く
の
如
き
豫
算
な
き
國
に
對
し
て
、
財
政
の
紊 

亂
せ
ざ
る
Z

マ

」

を

望

む

は

、
.
不

可

能

な

:

m

®

節
中
央
財
政

$

i-
!

L

方

財

政

^

の

關

係 

.

紛

亂
'

.

我

國

の

行

政

組

織

は

、

地

方

分

權

に

偏

せ

-

^

然

る 

に
地
方
自
治
刺
度
未
だ
發
達
せ
や
、
國
家
行
政
ビ
地
方 

行
政
^

の
劃
然
た
る
限
界
な
し
、
國
家
稅
X

地
方
稅
ビ 

の
區
分
無
し
、
中
央
收
入
皮
地
方
收
入
ビ
の
關
係
は
*

第

八

號

ニ

ニ

，‘

第
十
六
溜

(

ニ

六

九

'

雜
 

'
錄
中
華
民
國
財
政
の
整
理

の
み
な
ら
t

、
又
述
部
政
举
絕
え
す
、
內
治
不
統 

一
y
 

る
に
ょ
り
,
實
施
す
る
こ
ご
な
か
り
き
、

®

す

る
に

典 

^

等
の
豫
箅
は
、
畢
竟
一
の
形
式
に
過
ぎ
す
し
て
"
染
し 

ー
時
を
麵
塗
す
、

'■
て
菩
國
の
.歲
出
歲
入
.の
賞
数
幾
何
"

各
省
e
中
央
と
の 

?

借
：I:

經
费
分
配
如
何
、
：用
途
の
正
確
な
b

や

否

や

等

は

"
皆 

不
明
の
內
に
終
り
セ
國
民
の
財
政
に
對
す
る
監
營
の
道 

"

無
し
、且
政
府
我
儘
勝
手
を
振
舞
a

、指
定
し
れ
る
經
費


